
五
月
五
日
の
。
子
供
の
目
。
か
ら
一
週
間
は
児
童
福
祉
週
間

「
子
供
ら
と
深
め
よ
う
ふ
れ
あ
い
語
り
あ
い
」
が
テ
』
マ
で
す

一、、

ー、、、

'88 

・・・・・・

5
刈まく大きくなったら野球選手になるんだ、

、わたし看護婦さんになりたい、

目を輝やかせ，大きな声で話してくれる子供たち，

限りない可能性を持って，二十一世紀に向かつて 月号 
はばたけfノ五月の空に舞うこいのぼりのように

町民のうごき

世帯数  1，992戸人口 男 3，820 女 4，032 計 7，852(昭和63年 3月31日現在)

出生男  1女 6計 7・死t 男 5女 1計 6・転入男24女19計43・転出 男25女17計42(昭和63年 3月中)

広報かつうら 5月号=215・昭和63年 5月 1日発行編集と発行勝浦町総務課 でんわ(08854)2 -2511附

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
五月五日の子供の日から一週間は児童福祉週間
子供らと深めようふれあい語りあいがテーマです

MUS04
テキストボックス
町民のうごき



総務 費  

464，109 
(23.0%) 

日岨
Q
M
u

h
川
�
 U

Q
6
 

歳入  20億 1，943万円
¥、

352，403 

(17.5%)
.2

，

第215号 カ込 ずコ つ ら 昭和63年 5月 1日 (2) 

農林水産業費  

467595 
(23 %) 

公 償 資  

予備費・災害復旧費 18，575(0.9%/ 

地方交付税 

956，000 
(47.3%) 

国庫支出金 40，676(2.0%)

町償 116.300(5.8%)


地方自喪与税 34，570(1.7%) 

自動車取得税交付金・交通安全対策特別交付金
 

24，513(1.2%) 


歳出  20億 1，943万円

¥問…明
て衛生費 

126，338(6.2% ) 

分担金及び負担金 
89.218(4.4%) 

使用料及び手数料 
46，987(2.3%) 

財産収入 13，784(0.7%)

千円

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
昭和63年度一般会計当初予算決まる
20億1943万円
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六
十
三
年
度


予

算

の


町民� T人当疋りに38，988円

-¥ 

-¥

ザコカ込

か
ん
排
施
設
の
通
水
式
を
挙
行
グ


横
瀬
前
川
工
区
、
星
谷
西
工
区
、

及
び
黒
岩
工
区
等
の
末
端
施
設
工

事
の
施
工
と
、
北
部
の
消
火
栓
工

事
の
務
備
を
進
め
る
予
定
で
あ
り

ま
す
。
将
来
の
水
資
源
を
確
保
の

た
め
に
も
今
後
の
推
進
に
一
層
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

幹
線
小
路
を
布
設
し
、
併
せ
て
町

内
十
九
か
所
に
第

一
水
槽
(
自
然

圧
)
と
、
昨
年
度
か
ら
着
工
し
た

末
端
地
設
工
事
の
完
成
に
よ
り
、

通
水
開
始
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
事
業
の
完
成
に
よ

り
、
か
ん
ば
っ
期
に
お
け

る
被
害
の
解
消
、
労
力
の

軽
減
と
農
業
所
得
の
向
上

を
図
る
一
方
、
日
常
生
活

に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
生
活
用
水
や
、
非
常
時

に
お
け
る
消
火
水
利
な
ど

多
目
的
に
活
用
さ
れ
る
な

ど
、
住
民
待
望
の
施
設
で

あ
り
ま
す
。

今
年
度
に
は
、

北
部
の 

関係者の手でテープカ ットされる

地
方
交
付
税
・
町
税
等
、
一
般

財
源
の
伸
び
に
期
待
が
持
て
な
い

状
況
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
本
年

度
も
昨
年
度
に
引
き
続
き
非
常
に

厳
し
い
予
算
編
成
と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
六
十
三
年
度
当
初
予
算
は
、

本
町
財
政
健
全
化
計
画
に
沿
っ
て

編
成
さ
れ
た
年
聞
を
通
じ
た
総
合

予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
中
で
、
経
常
的
な
経
費
に

つ
い
て
は
、
徹
底
的
に
洗
い
直
し

を
行
い
、
な
お
一
層
の
節
減
合
理

化
に
努
め
ま
し
た
。

投
資
的
な
経
費
に
つ
い
て
は
、

農
村
総
合
整
備
モ
テ
ル
事

業
等
、
補
助
事
業
費
が
約

事
業
の
選
択
に
つ
い
て
は
、
真

に
町
尽
福
祉
の
向
上
に
寄
与
ふ
ヲ
る

も
の
に
つ
い
て
、
事
幸
市
の
優
先
度

合
、
事
業
効
果
、
将
来
の
財
政
負

担
等
を
十
分
勘
案
し
て
行
っ
て
い

ま
す
。

な
お
、
本
年
度
か
ら
税
制
改
正

に
よ
っ
て
、
利
子
割
交
付
金
が
交

付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
本
町
当

初
予
算
に
お
い
て
も
、
二
百
七
十

万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

四
月
八
日
棚
野
立
川
ご
い
の
巣

ろ
過
池
に
お
い
て
、
県
・
町
・
町
議

会
及
び
勝
浦
土
地
改
良
区
の
関
係

者
が
出
席
し
て
通
水
式
か
行
わ
れ

ま
し
た
。

昭
和
四
十
七
年
度
か
ら
県
営
事

業
と
し
て
実
施
し
た
畑
総
事
業
の

う
ち
、
沼
江
掛
谷
工
区
及
び
久
国

工
区
の
末
端
施
設
が
完
成
し
一
部

通
水
を
開
始
す
る
の
を
記
念
し
て

行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
事
業
は
、
正
木
ダ
ム
か
ら

六
千
百
メ
ー
ト
ル
の
導
水
ト
ン
ネ

ル
を
経
て
、
ろ
過
池
で
ろ
過
を
行

い
、
南
岸

・
北
岸
に
分
岐
し
、
南

岸
は
石
原
ま
で
北
岸
は
今
山
ま
で

総
延
長
約
十
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

二
億
八
千
八
百
万
円
、
町

道
改
良
舗
装
事
業
等
、
単

独
事
業
費
が
約
二
億
八
千

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町民介入当だりに� 
'257，187円� 

治
水
で
築
く

人
と
河
川
の
。
い
い
関
係
。

会一
 

長
， 

υ

~

紋
溢
一石

J

J
F

彫司
週
三二

こ
の
た
め
建
設
省
は
梅
雨
入
り
前
の
五
月
を

水
防
月
間
巳
指
定
し
、
水
防
の
重
要
性
や
水
防

体
制
の
強
化
を
働
き
か
け
て
い
ま
す
。 
4

フ
固
の

一ア
 

マ
は

め
。
」
水
害
の
恐
ろ
し
さ
を
思
い
起
こ
し
、
地
域

住
民
ガ
力
を
合
わ
せ
、
水
防
活
動
巳
努
め
疋
い

も
の
で
す
。

l

1

水
防
は
郷
土
を
愛
す
る
我
等
の
務

う
っ
と
う
し
い
梅
雨
入
り
が
も
う
す
ぐ
で
す
。

こ
の
季
節
や
台
風
シ
ー
ズ
ン
に
は
集
中
豪
雨
ガ

起
こ
り
ゃ
す
く
、
河
川
の
氾
濫
に
よ
る
水
害
ガ

百
年
の
よ
う
に
発
生
し
て
い
ま
す
。
経
済
大
国

と
い
わ
れ
る
日
本
で
す
が
、
治
水
事
業
は
ま
だ

ま
だ
遅
れ
て
お
り
、
尊
い
人
命
や
財
産
ガ
水
害

で
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
昭和六十三年度
予算の概要

MUS04
テキストボックス
治水で築く
人と河川のいい関係
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B
I
G

J
7
わ
ー
さ
れ
い
り
大
き
い
な

「 

ひ
な
ま
つ
り
」
が
盛
大
に

才 師味方々 


高
齢
者
交
通
安
全

あ 

1
、
会
場
へ
入
っ
た
人
の
第
一

声
で
し
た
。

き
る
四
月
二
日
、
三
日
の
二
日

間
、
農
村
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
でy

行
わ
れ
ま
し
た
。

コ

l

会
場
中
央
に
は
幅
二
・
一
メ
ー

ト
ル

・
高
さ
三

・
四
メ
ー
ト
ル
、

二
十
五
段
の
ひ
な
壇
が
ピ
ラ
ミ

ド
型
に
四
面
に
設
け
ら
れ
、
真
紅

の
も
7
せ
ん
の
上
に
は
大
小
の
ひ

な
人
形
、
ケ
ー
ス
人
形
な
ど
三
千

体
の
人
形
が
並
べ
ら
れ
ま
し
た
。

金F
この人形
は
、
各
家
庭
か
ら
持

ち
寄
ら
れ
た
も
の
で
、
幼
い
こ
ろ

の
持
ち
主
の
夢
が

一
杯
は
い

っ
て
い

る
レ
キ
つ
で
し
た
。

ま
た
カ
ラ
オ
ケ

l

大
会
や
手
作
り
人
形
コ
ン
ク
ー
ル
、

ハ
ザ 

も
行
わ
れ
、
定
期
的
に
聞

こ
え
る
昔
な
つ
か
し
い
パ

ッ
ト
ラ

イ
ス
の
は
じ
け
る
音
や
タ
コ
焼
き

を
買
い
求
め
る
子
供
た
ち
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
ま
し
た
。

ひ
な
段
の
周
り
で
は
、
お
弁
当


を
持
っ
た
家
族
連
れ
の
姿
も
た
く


さ
ん
見
ら
れ
、
フ
ァ
ミ
コ
ン
ブ
ー


ム
の
高
ま
る
現
代
っ
子
も
一
昔
前


の
お
父
き
ん
、
お
母
さ
ん
の
時
代


の
ひ
な
祭
を
味
わ
っ
た
の
で
は
な


い
で
し
ょ
う
か
。


人
形
を
お
寄
せ
下
さ
い
ま
し
た

方
々
に
対
し
ま
し
て
、
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。 

(ひ
な
ま
つ
り
笑
行
委
員
会 
)

も

ン
ク 

ル

審
査
の
結
果
次
の
方
々
が
入
賞

さ
れ
ま
し
た
。

優

勝

久

保

出替
の
行
政
相
談
週
間
岡

五
月
十
五
日
(
日
)
か
ら
二
十
一

日
(
土
)
ま
で
の
一
週
間
は
「
春
の

行
政
相
談
週
間
」
で
す
。

こ
の
週
間
行
事
の
一
環
と
し
て

地
元
行
政
相
談
委
員
が
主
催
し
て
、

次
の
と
お
り
行
政
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
の
で
、
行
政
の
仕
事
に
つ

い
て
苦
情
や
要
望
な
ど
が
あ
る
方

は
、
こ
の
機
会
に
お
気
軽
に
相
談

下
さ
い
。

勝
浦
町
の
行
政
相
談
委
員
は
中

村
芳
生
さ
ん
(
渇
江

宮
二 

三

一
一
三
)
で
す
。

l

行
政
相
談
所

日
時

五
月
六
日
(
金
)
午
前

十
時
か
ら
午
後
三
時

場
所

住
居
福
祉
セ
ン
タ
ー

相
談
員

行
政
相
談
委
員

人
権
擁
護
委
員

心
配
ご
と
相
談
員

春
の
交
通
安
全
運
動
実
施
期
間

重
雄
さ
ん

中
の
四
月
八
日
、
西
岡
に
あ
る
自

動
車
教
習
所
で
交
通
安
全
協
会
主

催
に
よ
る
高
齢
者
の
交
通
安
全
運

転
コ

ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
皇
転
車
や
カ
ブ
を
持

っ
た
お
年
寄
り
六
十
人
が
集
ま
り
、

コ
ン
ク
ー
ル
に
先
が
け
て
協
会
の

方
々
の
見
守
る
中
、
小
松
島
署
の

方
々
の
説
明
を
熱
心
に
聞
い
て
い

。

準
優
勝

第
三
位

(
中
角 
)

吉
岡
ミ
サ
ヲ
さ
ん

(
中
角
)

正
司
さ
ん

岡
田

(
今
山
) 

て
し
ま
つ
も
の
で
す
。
ド
ラ
イ
バ

表
者
十
五
名
が
、
一
人
づ
っ
自
転

車
で
規
定
の
コ
ー
ス
を
回
り
日
ご

ろ
の
成
果
を
発
揮
さ
れ
、
各
選
手

が
真
剣
な
面
持
ち
で
コ
ン
ク
ー
ル

に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

l

お
年
寄
り
の
交
通
安
全

最
近
は
お
年
寄
り
が
交
通
事
故


に
遭
っ
ケ 

ス
が
急
増
し
て
い
ま


す
。
だ
れ
で
も
年
を
と
る
と
、
自


分
で
は
大
丈
夫
と
思
っ
て
い
て
も
、


体
が
思

7
4つ
に
動
か
な
く
な
っ


中酔 

レ
l
h
~

コ
ン
ク
ー
ル
で
は
各
地
区
の
代

や
り
の
あ
る
運
転
を
心
が
け
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
お
年
寄
り
も
無

理
な
横
断
な
ど
を
し
な
い
占
つ
、

お
互
い
が
気
を
つ
け
る
よ
う
に
し

中小 

1
レ
ト 

つ
。

f

ー
の
方
は
、
お
年
寄
り
を
見
か
け

た
ら
細
心
の
注
意
を
払
い
、
思
い

-百段のひな飾り� -

コンク ールに臨む選手

行政相談週間� 

( 5月15日一� 21日)

MUS04
テキストボックス
BIGひなまつり

MUS04
テキストボックス
高齢者交通安全コンクール
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わ
た
し
の
作
品

〈
俳
句
〉

菖
蒲
湯
に
躯
沈
め
て
風
邪
払
、
つ

陽
炎
や
我
が
行
く
先
に
移
り
行
く

坂

本

林

一

秋

藍
倉
の
壁
に
添
い
た
る
梅
紅
し

坂
本
新
居
百
合
子

菊
根
分
け
土
に
染
み
た
る
指
太
し

坂

本

美

馬

直

枝

春
場
所
の
力
士
に
拍
手
鳴
り
止
ま

ず無
人
駅
春
の
旅
路
に
発
つ
二
人

横

瀬

錦

内

常

一

町
内
各
所
て

マ
ラ
ソ
ン
大
会

球
技
大
会
開
催

思
い
切
り
身
体
を
動
か
し
た
く

な
る
季
節
の
到
来
と
と
も
に
、
町

内
で
各
種
の
大
会
が
始
ま
り
ま
し

た。
ま
ず
三
月
十
三
日
の
日
曜
日
、

春
一
番
に
恒
例
の
第
八
回
阿
波
勝

浦
川
マ
ラ
ソ
ン
全
国
大
会
が
聞
か

れ
、
愛
媛
・
京
都
か
ら
の
県
外
参

加
者
を
含
む
町
内
外
百
六
十
人
が

勝
浦
川
の
せ
せ
ら
ぎ
を
聞
き
な
が

ら
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

続
く
三
月
十
六
日
か
ら
二
十
一

菜
の
花
を
喰
べ
て
円
ら
な
仔
牛
の

自
民絵

の
如
く
眺
め
て
居
り
ぬ
春
の
雪

立

川

堀

梅

子

若
竹
は
親
歩
揃
い
で
天
を
突
く

廃
屋
を
見
降
す
基
に
木
瓜
咲
く

棚

野

島

つ

と

む

彼
岸
会
に
亡
き
妻
憶
、
つ
奥
津
城
に

芽
柳
の
彩
整
わ
ぬ
ま
ま
の
風

棚

野

谷

新

太

郎

梅
寒
し
谷
聞
の
家
は
閉
じ
し
ま
ま

棚

野

穏

台

澄

江

奏
銭
を
投
げ
れ
ば
落
つ
る
+
守
椿

春
の
雨
う
つ
つ
に
聞
き
つ
眠
り
け

り

生

名

滝

口

良

一

盆
梅
の
紅
一
二
輪
大
庇

日
ま
で
、
地
区
対
抗
の
第
十
六
回

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
あ
り
、

参
加
九
チ
�
 ム
が
熱
戦
の
末
「
生

名
チ
�
 ム
」
の
優
勝
で
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。

四
月
四
日
か
ら
始
ま
っ
た
地
区

対
抗
男
女
混
合
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
で
は
「
男
子
は
一
切
攻
撃
し
て

は
い
け
な
い
」
と
い
う
去
年
か
ら

取
り
入
れ
た
新
ル
�
 ル
に
よ
っ
て
、

参
加
十
一
チ
�
 ム
か
珍
プ
レ
�
 迷

場
面
を
展
開
し
て
「
棚
野
チ
�
 ム」

の
劇
的
な
優
勝
で
終
り
ま
し
た
。

ニ
れ
か
ら
も
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

・

野
球
・
テ
ニ
ス
・
綱
引
き
な
ど
各

種
大
会
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

何
か
ご
意
見
・
ご
希
望
が
あ
り
ま

生
名
仲
田
喜
久
栄

川
風
の
ま
ま
に
傾
ぎ
て
猫
柳

生

名

柳

田

末

子

春
残
し
水
に
な
じ
ま
ぬ
月
の
影

生

名

清

水

良

子

古
里
の
古
家
な
つ
か
し
蓬
餅

生

名

倉

僑

紅

梅

観
悔
の
ゆ
と
り
も
な
く
て
小
百
姓

生

名

早

川

信

恵

箱
柳
糸
引
く
雨
に
光
り
け
り

生

名

小

西

典

子

花
蓮
女
ば
か
り
の
輪
の
小
さ
く

生

名

丸

山

香

月

春
残
し
小
旋
風
迷
、
7
街
の
角

生

名

竹

林

白

陽

道
問
い
し
遍
路
合
掌
し
て
去
れ
り

し
た
ら
壁
寄
り
の
体
育
協
会
・
陸

上
競
技
協
会
の
役
員
の
方
、
も
し

く
は
町
教
育
委
員
会
事
務
局
ま
で

お
寄
せ
下
さ
い
。
�
 

ミックスバレーポール大会で優勝した棚野チーム� 

瀬
戸
大
橋
春
の
話
題
を
ひ
と
り
じ

め

掛

谷

斎

藤

重

子

そ
こ
は
か
と
団
地
に
匂
う
沈
丁
花

掘
り
起
す
鍬
先
へ
来
る
土
ひ
ば
り

沼
江
野
上
す
み
れ

睦
み
と
も
思
へ
ぬ
芦
や
猫
の
恋

春
昼
の
時
計
は
少
し
づ
つ
遅
れ

治

江

山

丸

千

絵

山
笑
、
つ
隣
り
夫
婦
の
仲
の
良
さ

春
の
野
を
力
一
杯
駈
け
て
見
る

掛

谷

駒

津

光

洋

水
面
掃
く
芽
柳
風
を
遊
ば
せ
て

地
中
ま
で
届
け
と
春
の
雷
一
つ

沼

江

大

岡

初

音

徒
蕊
の
子
等
よ
生
い
立
て
草
木
蔚
�
 

桜
咲
く
も
っ
す
く
祖
母
の
一
周
忌

横

瀬

田

中

久

子

琵
琶
湖
産
の
稚
鮎
途
惑
う
春
の
川

賞
砂
降
る
遠
嶺
か
す
み
湧
く
如
く

横

瀬

稼

勢

銀

星

出
民
聞
は
�
 

日
ま
で
に
三
句
ハ
ガ
キ
で

送
り
先
勝
浦
町
三
一
渓
稼
勢
広
夫
ま
で

町
内
在
住
の
万
に
限
り
ま
す
。

次
回
は
短
叡
そ
の
次
は
川
柳
と
交
代
に
の

せ
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
役
匂
下
さ
い
。

g
B
2

H H組踊血盟
h
J
 

昨
年
六
月
の
第

一
回
�
 

旗
争

N
T
T

奪
県
軟
式
野
球
大

会
で
堂
々
の
準
優

勝
を
果
た
し
た
野

球
部
が
、
�
 
『昨尻は

第
八
回
県
中
学
校

軟
式
野
球
選
手
権

東
部
ブ
ロ
�
 ク
予

選
大
会
に
お
い
て
、

ブ
ロ

ッ
ク
内
十
九

校
を
こ
と
ご
と
く

降
し
、
念
願
の
優

勝
旗
を
本
町
に
持

ち
帰
り
ま
し
た
。

Ay

勝浦中学校野球部

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
勝中野球部初優勝



第� 215号 カミ つ ら

つ
本
じ
ゅ
う
み
か
ん
園
の


可一

改
植
事
業
に
つ
い
て


昭和� 63年� 5月� 1日 (6) ザコ

う
ん
し
ゅ
う
み
か
ん
の
情
勢
に

う
ん
し
ゅ
う
み
か
ん
を
伐
採

し
、
再
び
う
ん
し
ゅ
う
み
か
ん
を

植
栽
す
る
と
き
。

こ
の
場
合
は
国
の
補
助
事
業
は

あ
り
ま
せ
ん
。
改
植
に
必
要
な
経

費
の
八
十
パ
ー
セ
ン
ト
を
無
利
子

で
借
り
ら
れ
る
借
入
金
制
度
と
な

@

:
・:
一
二
を
参
照
し
て
下
さ
い
。

c

ωω

e

う
ん
し
ゅ
う
み
か
ん
を
伐
採

つ
い
て
は
既
に
ご
存
知
の
こ
と
と

思
い
ま
す
が
、

本
年
二

l
三
月
の

販
売
結
果
か
ら
み
て
も
、
十
万

・

古
回
世
帯
め
い
わ
ゆ
る
高
糖
系
と
、

在
来
系
の
も
の
で
は
、
販
売
価
格

に
相
当
の
聞
き
が
で
て
い
ま
す
。

固
に
お
い
て
は
、
昭
和
七
十
年

度
の
見
通
し
を
次
の
よ
う
に
立
て

て
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
栽
培
面
積
九

・
五

万
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
生
産
自
襟
量
二

百
四
十
八

・
八
万
ト
ン
で
す
。

現
時
点
で
は
、
十
・

六
万
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
あ
り
、
昭
和
六
十
六
年

度
ま
で
に
一

・
一
万
ヘ
ク
タ
ー
ル

を
減
反
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

本
町
に
お
い
て
は
、
不
適
地
の

み
か
ん
園
は
他
の
作
物
に
転
換
し

て
ほ
し
い
反
面
、
「勝
浦
の
顔
は
貯

蔵
み
か
ん
」
と
し
て
今
以
上
に
売
・

り
出
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
立
地
条
件
や
経
営
方
針

に
合
わ
せ
た
改
植
事
業
を
両
農
協

と
協
力
し
、
強
力
に
推
進
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

以
下
説
明
事
項
を
熟
読
の
?
ぇ
、

六
月
末
日
ま
で
に
農
協
窓
口
へ
お

申
し
込
み
下
さ
い

一、っ
て
い
ま
す
。

一一、ら
れ
ま
す
。

ωふ
め
る
こ
と
。

ωま
せ
ん
。

し
、
う
ん
し
ゅ
う
以
外
の
大
部
分

の
柑
橘
や
大
部
分
の
落
葉
果
樹
、

及
び
大
部
分
の
花
木
類
を
植
栽
す

る
と
き
。
並
び
に
う
ん
し
ゅ
う
み

か
ん
を
伐
載
す
る
だ
け
の
と
き
。

こ
の
場
合
は
次
の
条
件
に
合
、
え


ば
国
の
補
助
事
業
の
適
用
が
受
け


一
事
業
主
体
(
一
農
協
)
で
三


ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
改
組
面
積
が


一
個
人
と
し
て
は
、
一
箇
所
地


続
き
で
二
ア
ー
ル
以
上
あ
る
こ
と
。


そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
今
ま


で
の
事
業
と
ほ
と
ん
ど
変
り
あ
り

三
、
う
ん
し
ゅ
う
み
か
ん
を
伐
採

し
、
さ
ら
に
う
ん
し
ゅ
う
み
か
ん

を
植
栽
す
る
と
き
。

一
で
国
の
補
助
事
業
は
な
い
と

説
明
し
ま
し
た
が
、
町
で
は
前
述

め
よ
う
に
貯
蔵
用
つ
ん
し
ゅ
う
み

か
ん
産
地
と
し
て
の
活
路
を
求
め

て
お
り
、
う
ん
し
ゅ
う
み
か
ん
を

取
り
ま
く
昨
今
の
情
勢
を
踏
ま
、
ぇ
、

各
種
の
条
件
を
つ
け
、
こ
の
条
件

に
適
合
す
る
園
地
に
つ
い
て
は
、

町
独
自
の
補
助
事
業
制
度
を
発
足

さ
せ
対
応
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
�
 

十
ア
ー
ル
当
リ
に
対
し
、
補
助

額
は
十
万
円
を
最
高
限
度
と
す
る
。

山

一
箇
所
地
続
き
で
五
ア
ー
ル
以

上
行
う
こ
と
。

伐
採
後
の
植
栽
本
数
は
十
ア
ー

ル
当
り
八
十
本
を
恭
準
と
す
る
。

凶
栽
培
技
術
面
か
ら
み
て
、
貯
蔵

防
風
垣
の
刈
込
み

不
要
雑
木
林
の

伐
採
推
進
に
つ
い
て

果
樹
園
や
水
田
の
邪
婚
に
な
っ

て
い
る
防
風
垣
や
雑
木
の
伐
採
を

早
く
行
い
ま
し
ょ
う
。

防
風
垣
は
冬
の
寒
風
、
台
風
時

の
強
い
風
を
防
く
た
め
必
要
な
も

用
う
ん
し
ゅ
う
み
か
ん
悶
と
し
て

不
適
地
と
思
わ
れ
る
園
地
は
除
外

す
る
。

具
体
的
に
は

稼
勢
山
の
北
面
(
お
お
む
ね
旧

町
立
病
院
以
西
)
で
坂
本
川
の
南

岸
及
び
西
側
(
坂
本
地
区
の
松
尾

宮
西
以
西
)

棚
野
地
区
都
井
谷
よ
り
以
西

(立
川
方
面
�
 
)

改
植
を
し
よ
う
と
す
る
地
点
が

お
お
む
ね
二
百
メ
ー
ト
ル
以
上
の

園
地そ

の
他

一
般
的
に
考
え
不
適
地

と
思
わ
れ
る
園
地

同
過
去
に
補
助
事
業
を
受
け
て
改

植
を
行
っ
て
い
る
園
地

附
伐
採
後
の
植
栽
系
統
に
つ
い
て

は
十
万
、
古
田
等
の
高
糖
系
貯
蔵

の
で
す
が
、
最
近
で
は
手
間
不
足

も
手
伝
い
、
管
理
不
十
分
で
、
防

風
垣
の
害
の
で
て
い
る
園
も
見
受

け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
果
樹
園
や
水
田
に
日
陰
を


作
り
、
邪
魔
に
な
っ
て
い
る
不
要


な
雑
木
林
も
こ
の
さ
い
伐
採
を
し


ま
し
ょ
う
�
 伐
採
を
希
望
し
て
い


て
も
規
模
が
大
き
い
と
か
、
む
つ


か
し
い
場
所
で
自
分
で
は
実
施
で


き
な
い
と
き
は
産
業
課
へ
お
申
し


O O O O出
下
さ
い
。
専
門
{
ヂ
乞
紹
介
し
ま


す
。
 ⑬

 
伐
採
木
か
不
要
で
、
切
っ

用
を
植
栽
す
る
こ
と

川
本
事
業
実
事
布
望
者
に
は
園
、
王

に
対
し
面
接
を
行
い
、
事
業
実
施

に
意
欲
の
あ
る
こ
と

川
間
農
用
地
外
の
畑
は
対
象
と
し
な

問
、
申
し
込
み
者
多
数
の
と
き
は
各

種
条
件
を
勘
案
し
、
優
先
順
位
を

つ
け
る
こ
と
が
あ
る
。
(
予
算
が
限

ら
れ
て
い
る
の
で
そ
う
な
る
可
能

性
も
あ
り
ま
す
)

川
園
、
又
は
県
に
お
い
て
同
様
の

制
度
が
で
き
た
と
き
は
、
本
事
業

を
廃
止
、
又
は
補
助
額
を
変
更
す

る
こ
と
が
あ
る
。

以
上
概
略
説
明
を
し
ま
し
た
が

不
明
な
点
は
産
業
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

た
方
に
無
償
で
あ
げ
る
の
で
あ
れ

ば
伐
採
代
金
を
要
し
な
い
と
き
も

あ
り
ま
す
。

MUS04
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第215号つ ら(7) 

日産昭
づ②こ〉」
。

②
以 

地
に
出
来
上
が

っ
た
と
き
、

l

昭和63年� 5月1日

、、h

玉事業� 3 和鼎E

課 +
穴

ザコカ込

の関=
お年
知 係 度
ら の
せ

ノ

産
業
課
に
お
い
て
は
肉
体
的
に
、

よ
り
一
層
楽
な
農
業
を
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
ま
た
少
し
で
も
収
益

性
の
高
い
作
目
を
導
入
し
て
い
た

だ
く
目
的
で
、
下
記
に
掲
げ
る
事

業
を
実
施
し
ま
す
。

一
、
小
規
模
土
地
改
良
事
業

川
基
盤
整
備
事
業

目
的

何
か
新
し
く
農
業
を
始
め

る
に
は
ま
ず
平
地
か
必
要
で
す
。

町
で
は
平
坦
地
を
除
く
山
問
、
捌

団
地
域
の
階
段
水
田
や
階
段
畑
の

一
枚
田
(
畑
)
化
、
放
棄
園
の
再
開

園
化
等
を
行
い
、
ハ
ウ
ス
施
設
が

で
き
る
程
度
の
平
地
歩
』
造
成
し
た

と
き
に
は
、
ニ
疋
の
条
件
を
附
し

て
町
有
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
の
使
用
代

金
の
助
成
を
す
る
も
の
で
す
。

条
件

①
固
・
県
、
又
は
町
の
他
の
補
助

事
業
対
象
と
な
ら
な
い
も
の
で
あ

有
効
利
用
面
積
が
五
ア
ー
ル
以
上

で
み
の
る
こ
と
。

③
町
有
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
施
設
を
利

用
す
る
こ
と
。

命
補
助
額
は
町
有
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー

使
用
料
の
二
分
の
一
と
す
る 

た

c

だ
し
、
最
高
限
度
額
は
十
万
円
と

す
る
。

⑤
出
来
上
が
り
後
は
農
業
指
導
班

で
奨
め
て
い
る
作
目
と
す
る
こ
と
。

ま
た
は
こ
れ
の
関
連
施
設
で
あ

ヲ。、」ル」
。

⑥
出
来
上
が
り
後
の
作
物
の
収
量

が
下
か
っ
た
り
、
品
質
の
低
下
、

ま
た
土
地
の
崩
壊
等
が
あ
っ
て
も

町
に
そ
の
責
任
を
問
わ
な
い
こ
と
。

⑦
申
し
込
み
者
多
数
の
と
き
は
、

各
種
条
件
を
勘
案
し
、
優
先
順
位

を
つ
け
る
。

凶
圏
内
道

目
的

運
搬
手
段
を
持
た
な
い
園

(水
田
)
の
経
済
的
価
値
は
ほ
と
ん

ど
な
い
の
で
、
車
道
を
新
設
し
た

場
合
に

一
定
の
条
件
を
附
し
て
、

町
有
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
使
用
代
金
を

助
成
す
る
も
の
で
す
。

条
件

①
菌
、
県
、
又
は
町
の
他
の
補
助

事
業
対
象
と
な
ら
な
い
も
の
で
あ

ヲ@こ〉」
。

②
有
効
巾
員
が
二
メ
ー
ト
ル
以
上

で
あ
る
こ
と
。
ま
た
延
長
は
お
お

む
ね
十
メ
ー
ト
ル
以
上
の
苧
」
と
。

l

③
町
有
ヴ
ル
ド
|
ザ 

施
設
を
利

用
す
る
こ
と
。

ぬ
補
助
額
は
、
町
有
ブ
ル
ド
ー
ザ

ー
使
用
料
の
二
分
の

一
と
す
る
。

た
だ
し
、
最
高
限
度
額
は
十
万
円

と
す
る
。

⑤
出
来
上
が
り
後
崩
壊
等
が
あ
っ

て
も
そ
の
責
任
を
町
に
問
わ
な
い

も
の
で
あ
る
こ
と
。

⑤
申
し
込
み
者
多
数
の
と
き
は
各

極
条
件
を
勘
案
し
、
優
先
順
位
を

つ
け
る
。

申
し
込
み
方
法

町
有
ブ
ル
ド
|
ザ
施
設
の
利

用
に
つ
い
て
は
す
べ
て
産
業
課
へ

お
申
し
込
み
下
さ
い
。
ま
た
前
記

事
業
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
業

主
体
で
あ
る
農
協
へ
も
合
わ
せ
て

お
申
し
込
み
下
さ
い
。

な
お
、
申
し
込
み
期
日
は
六
月

末
日
ま
で
と
し
ま
す
。

犬
の
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射

。
補
正
注
射
。

次
の
日
程
で
補
正
注
射
を
行
い

かねてから要望のあつだもちつき機ガ，

婦人の家に設置されましだ。

お正月 ・上棟式用のもちっさなど大い

に利用してく定さい。

使用料

一升 百円

(蒸器の使用も含まれています。〉

申込み

利用される万は，事前に婦人の家に

申し込んで下さい。

ま
す
。
今
年
度
は
、
こ
れ
が
最
後

で
す
の
で
、
受
け
て
い
な
い
方
は

最
寄
り
の
場
所
で
必
ず
受
け
て
く

だ
さ
い
。 

社
会
総
合
大
学

。
学
習
日
の
お
知
ら
せ
。

習
掌 

走
椴

d
A

五
月
十
二
百
(
金
)

登
録
料 

二
千
百
円

五
月
二
十
七
日
(
金
)

午
後
九
時

O

i

O
注
射
料

二
千
八
百
円

午
後
七
時 

場時
所 問

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
図

書
室

5 

場 所 時 問

勝幾坂本事業所
午後� 2 :00 

- 2: 10 

与川内公会堂前
午後� 2 :20 

- 2 :30 

月
勝浦町袋協前

午後� 2: 40 
- 2 :50 

22 
勝浦町役場

午後� 3 :00 
- 3 :10 

日 生名センター前
午後� 3 :20 

- 3: 30 

(日) 勝浦 会 館
午後� 3 :40 

- 3: 50 

古山商庖横
午後4:00 

- 4 :10 

生比奈農協前
午後4:20 

- 4: 30 

墨
給
蛍
級

時
間

場
所

短
軟
営
級

五
月
十
四
日
(
土
)

i

五
月
七
日
(
土
)

五
月
十
七
日
(
火
)

午
後
七
時
三
十
分 

午
i

後
九
時
三
十
分

住
尽
福
祉
セ
ン
タ
ー
図

書
室

時
間

午
後

一
時 

場
所

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
図

書
室

日 程 表

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
昭和六十三年度
産業課関係の目玉事業のお知らせ

MUS04
テキストボックス
婦人の家にもちつき機が仲間入り



つ ら

一
， 

一

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

寸
|
|
」

国
民
健
康

昭和田年� 5月l日 (8) ザコカミ第215号

一
J
J
一

。

条

件

と

し

て

は

被
保
険
者
証

一

か

一

退

職

者

被

保

険

者

一
』
}
一

さ
る
三
月
三
十
一
日

一
い
・
一

ω
国
保
に
加
入
し
て
い
る
人

ω
老
人
保
健
法
の
適
用
を
受

ω
車
生
年
金

・
共
済
年
金
等

一

済

一

認

さ

れ

て

い

な

い

方

は

の

年

金

の

給

付

を

受

け

て

い

一

保

険

証

を

持

参

の

う

る

人

で

、

被

保

険

者

の

期

間

一
，
!
一

保
険
証
の
検
認

を

い

た

け

て

い

な

い

人

m一
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
検

h
p

一
+
助
一

え

税

務

保

険

課

で

手

が

二

十

年

以

上

、

又

は

四

十

に
各
地
区
を
巡
回
し
、

日

川

一

続

き

を

済

ま

せ

て

下

さ

歳

か

ら

の

則

聞

か

十

年

以

上

一
吾
-
同
一

ぃ

。

で

あ

る

人

函

初

一

「

退

職

者

医

療

制

度

」

被

扶

養

者

「
|
|
』
と
は

ω
国
保
に
加
入
し
て
い
る
人

長
い
間
会
社
や
役
所
等
に
勤
め
、
凶
老
人
保
健
法
の
適
用
を
う

退
職
し
て
国
保
に
加
入
し
た
人
が
、
け
て
い
な
い
人

七
十
歳
に
到
達
す
る
ま
で
の
聞
に
附
退
職
被
保
険
者
の
直
系
尊

+
+
・
T
V
+
・
T
T
T
Y
-
-
T
T
r
-
v
・
v
-
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
V
・
v
-
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
V
・
v

・

区

分

T
E
L
二
|
二
五
一
一

・v-T
T
T
T
T
T
T
T
T
T守 

・v・v-TV・v-T
T
V
T・1
T
T
V

族

・
配
偶
者

・
コ
親
等
内
の

親
族

。
自
己
負
担
割
合

入
院
一
そ
の
他

退
職
者
被
保
険
者
(
本
人
)

2
割
一2
割

被
扶
養
者
(
家
族
) 

2
割
一 3
割

こ
の
制
度
に
該
当
す
る
と
思
わ


れ
る
方
は
、

年
金
証
書

・
国
保
の


保
険
証
・
印
鑑
を
ご
持
参
の
う
え
、


手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。


な
お
詳
し
く
は
税
務
保
険
課
国

保
係
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。 

-
徳
島
相
互
銀
行
勝
浦
支
庖

・
生
比
奈
農
業
協
同
組
合

-
勝
浦
町
農
業
協
同
組
合

(
本
部
と
与
川
内

・
坂
本
事
業
所
)

・
勝
浦
郵
便
局

-
坂
本
郵
便
局

ま
た
、
す
で
に
振
替
納
税
の
手

続
を
済
ま
さ
れ
て
い
る
方
は
、
残

高
の
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
役
場
税
務
保
険
謀

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

町
職
員

人
事
異
動
と
昇
格

次
の
と
お
り
、
四
月
一
日
付
け

で
職
員
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し

た
。
(
)
は
旧
任
で
す
。

総
務
謀

、王

新
居
成
子

国
体
準
備
室

(
住
民
福
祉
課
)

室

長

信

政

等

(
環
境
衛
生
課

課
長
補
佐
)

、王

松
下
義
和

(
教
育
委
員
会
)

住
民
福
祉
課

課

長

播
ミ
ス
子

(
同
主
幹
)


、王

山

由

徹


(
総
務
課
)


主

事

補

河
野
稔
彦


(
勝
浦
会
館

環
境
衛
生
課

係

長

戸
川
茂

一

(
同
和
対
策
課
)

産
業
課

事 事 事

謀
長
補
佐

島

恵

次

(
同
係
長
)

横
瀬
保
育
所

保

母

神
子
家
素
恵

(
生
比
奈
保
育
所
)

生
比
奈
保
育
所

次

長

志

摩

道

子
(
同
主
任
保
母
)

阿
望
美
登
里

(
横
瀬
保
育
所
)

勝
浦
病
院


調

理

員

呑
口
好
子


(
学
校
給
食
セ
ン


タ
ー
)


調

理

員

岡
田
英
子


(
総
務
課
)


同
和
教
育
課


課
長
補
佐

山
平
志
信


(
同
係
長
)


学
校
給
食
セ
ン
タ
ー


調

理

員

岡

本

ひ

ろ

子


(
勝
浦
病
院
)


ま
た
、
三
月
三
十
一
日
付
け
で


次
の
職
員
が
退
職
し
ま
し
た
。

橋

本

崇

亘

橋

谷

崎

長

田

久

恵

{呆

母

憲法週間� 

( 5月� 1日一� 7日)

町
税
の
納
税
は


振
替
納
税
が
お
手
軽
で
す
よ
/


町
税
の
納
税
方
法
に
、
振
替
納

税
の
制
度
か
あ
り
ま
す
。
こ
の
制

度
を
利
用
す
れ
ば
、
つ
ぎ
の
金
融

機
関
の
あ
な
た
の
口
座
か
ら
振
替

に
よ
っ
て
納
税
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

納
税
の
手
数
が
少
な
く
済
み
、

ま
た
、
う
っ
か
り
納
期
限
を
忘
れ

滞
納
し
て
し
ま
う
こ
と
も
な
く
な

り
大
変
便
利
で
す
。
振
替
納
税
の

ご
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

新
た
に
振
替
納
税
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
、
各
地
区
の
納
税
貯
蓄

組
合
長
さ
ん
ま
で
「
町
税
の
納
付

委
託
依
頼
書
」
を
提
出
し
て
下
さ

来
る
六
月
十
日
に
は
昭
和
六
十

三
年
度
の
町
税
の
納
税
通
知
書
が

発
布
さ
れ
ま
す
の
で
、
早
め
に
手

続
き
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

※
振
替
納
税
が
で
き
る
金
融
機
関

・
阿
波
銀
行
勝
浦
支
庖

自動車税は

納期内に

持


MUS04
テキストボックス
検認はお済みですか
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J J J

大
字
三
渓
字
定
岡

定
作
恵
津
子

f

-v
f字

仮
家

字
高
開

-v



-¥ 

一『¥

大
字
槻
軒
目
稼
勢
嘉
範

大
字
中
角
増
田
孝
作

大
字
沼
江
登
木
美
次
�
 

意
が
寄
せ
ら
れ
ま
�
 

不用犬買い上げ日 

5 月 11 日 ~J<) 成犬 300円


5 月 18 日~同 小犬 100円


(敏絢I略)

5月定例心配ごと相談 
日 時 5月 6日制

午前  10時~午後  3時

人権・行政・厚生・福祉

手芸講座の展示(第 3回文化祭)

犬の被害が増えています夜間救急当番表
-o和、犬は必ずつないでくださいー

5月2日 赤岩医 院

〔電話番号〕 

勝 浦 病 院

2-2555 

山西医院  

2-3027 

湯浅医院  

2-2003 

赤 岩 医 院

2-2006 

上勝診療所  

6-0 3 0 2 

④日 勝浦病 院

6日 上勝診療所

⑧日 勝浦病 院  

10日 山西医 院

12日 勝浦病 院  

14日 湯浅医 院  

16日 勝浦病 院

18日 赤岩医 院  

20日 勝浦病 院

⑫日 上勝診 療所  

24日 勝浦病 院  

26日 山西医院

28日 勝浦病 院  

30日 湯浅医 院

戸
籍
の
窓

3
月
間

B
1
4月
日
日

ご
結
婚
お
め
で
と
う

ヘ

小

松

島

市

野

網

嘉

昭

ヘ
大
字
中
角
字
前
山
山
口
血
旦
音
十

戸
大

字

坂

本

字

旭

立

石

三

智
子

ヘ大
字
三
渓
字
西
谷
高
山

和

久

/大
字
星
谷
字
山
下
豊
岡

明

子

ヘ大
字
三
渓
宇
中
村
平
田

実

/

池

田

町

土

井

博

美

ヘ
大
字
中
角
字
つ
く
回
岡
本
光
吉

/

日

和

佐

町

樋

口

美

穂

子

ヘ大
字
沼
江
字
神

谷

櫨

山

伸

一

阿

南

市

笠

原

智

美

お
誕
生
お
め
で
と
う

大
宇
板
本

阿

部

道

暗

�

 

字
繁

野

日

�

 

h
H
M
L
1
u
L

J

長
女

乙

一
�
 

-ー
づ

¥

両

�

 -
RV

生

勝

浦

AQE 
館 

交
流
講
座

五
月
中
旬
か
ら

大
字
中
角
字
豊
田
久
保
義
一
郎
(
叩
歳
)

勝
浦
会
館
で
は
、
「
身
近
な
啓
発

か
ら
」
を
基
本
に
町
内
の
近
隣
地

大
字
三
添
字樫細川

折
部
伊
三
郎
(
訂
歳
)

域
と
の
交
流
を
中
心
と
し
て
各
種

の
講
座
を
開
設
し
、
交
流
を
図
っ

て
い
ま
す
。

毎
月
、
各
講
座
の
日
程
に
つ
い

て
ご
案
内
し
て
い
ま
す
が
、
昭
和

六
十
三
年
度
に
つ
い
て
は
、
五
月

上
旬
に
開
講
式
を
し
、
中
旬
か
ら

始
め
る
予
定
に
し
て
お
り
ま
す
。

四
月
二
十
日
現
在
、
み
な
さ
ん

の
参
加
の
希
望
状
況
を
取
り
ま
と

め
て
お
り
ま
す
の
で
、
六
月
か
ら

は
こ
の
広
報
欄
に
お
い
て
詳
し
く

こ
案
内
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
五
月
分
に
つ
い
て
は
、

直
接
個
人
に
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

(η

争
お
く
や
み
申
し
ま
す

大
字
三
渓
字
神
桂
横
尾
ジ
ツ
ノ
(
内
歳
)

大
字
沼
江
字
平
間
大
久
保
茂
樹
�
 
歳
)

大
字
坂
本
字
平
野
佐
藤
蕎
治
(
日
歳
)

大
字
三
渓
宇
宙
平
美
馬
菊
の
(
卯
歳
)

品送協


容

所

善
意あ

り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

j
4

3
月
間
日
�
 
月
間
日

大
字
生
名

山

下

福

市

�

 

字
大
前

大
字
中
角
河
野
洋
一

字
東
山

J

三
女

紀
美
枝
」
か
お
り

J

横
尾
大
治
郎
さ
ん
(
中
山
)

神

子

勝

さ

ん

(

与

川

内

)

大
久
保
{一不
司
さ
ん
(
星
谷
)

匿

名

(

横

瀬

)L

山

下

豊

寿

さ

ん

(

中

角

�

 
)

匿

名

(

横

瀬

)

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善

た。

心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

長
女

二
女 亜

弥

弥
生
」

初

美

」

春

奈

二
女

字

っ

く

由

民

智

子

」

梓長
男

和

子

」

拓

�

 実

住民福祉センター 2階

午後6時一翌朝午前  9時
午後ア時一翌朝午前 9時

(平日でも受付しておりますのでお気軽にお問い合わせください)

内

場 

日
日

平
休

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
勝浦会館
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該
当
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ザコ第� 215号 カ込
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五
月
二
十
日
(
金
)

午
後
一
時
三
十
分

二
時
受
付

勝
浦
病
院
小
児
科

昭
和
六
十
一
年
九
月
一

日
1
十
一
月
三
十
日
生

ま
れ
の
子

i

診
査
内
容。

歯
科
診
査

内
科

一
般
診
査 

保
健
指
導

心
理
指
導

栄
養
指
導

O O O O

※
母
子
手
帳

・
質
問
票
を
ご
持

参
下
さ
い
。

成
人
病
と
い
わ
れ
る
脳
卒
}
中
、

心
臓
病
な
ど
は
、
一
見
急
に
お
こ

る
よ
う
に
み
え
ま
す
が
、
長
い
間

徐
々
に
進
ん
で
き
た
高
血
圧
や
動

脈
硬
化
な
ど
が
原
因
て
お
き
て
き

ま
す
。

自
覚
症
状
の
な
い
う
ち
か
ら
、

年

一
度
は
総
合
的
に
健
診
を
受
け

健
康
管
理
に
つ
と
め
て
く
だ
さ
い
。 

O
料
金

老
人
保
健
法
対
象
者

(
四
十
歳
以
上
)

・
基
本
検
診
|
|
六
百
円

・
胃
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

五
百
円 

-
胸
部
レ
ン
ト
ケ
ン
検
診

無

料

※
満
七
十
歳
以
上
の
方
、
市
町

村
民
税
非
課
税
の
方
、
生
活
保

護
世
帯
の
方
は
無
料
リ

※
胃
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
を
受
け

ら
れ
る
方
は
、
前
日
午
後
九
時

以
降
は
何
も
口
に
し
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

総

月 日 時 問 場� pJr 検診内容�  

5/ 12(木)午前� 8時-10時30分坂本集会所
(成。基本 人病� )検診� 

O血液
コレステロール肝匝� ) 

O眼底電検査� 
o心図検査

など� 

。目レントゲン被診� 
トゲ。蹴レノ ン暢

13幽 /1 メ7丸� μ川J~\内 -ft1比邑� 

18制 /1 生名集会所� 

l矧守 /1 棚野集会所� 

23(月) 11 久国公会堂� 
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が
ま
む
し 
d

に
か
ま
れ
た
ら

五
月
か
ら
十
月
に
か
け
て
は 

H

H

ま
む
し 

の
出
没
期
で
す
。
も
し

ま
む
し
に
か
ま
れ
た
ら
応
急
処
置

を
し
て
、
一
刻
も
早
く
医
師
の
診

療
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

応
告
麺
置
と
受
話

乳
児
健
康
診
査

き

五
月
二
十
七
日
(
金
)

午
後
一
時
三
十
分
1

二
時
三
十
分

一
日
一
個
く
ら
い
は
い

い
で
し

ょ
う
。
レ
バ
ー

・
バ
タ
ー
は
少

な
め
に
。

※

五
、
繊
維
の
あ
る
も
の
を
十
分
に

と
り
ま
し
ょ
う
。
繊
維
は

コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
を
胆
汁
酸
と
し
て

排
枕
す
る
の
を
促
し
ま
す
。
適

今月の

健
康

と
こ
ろ

該
当
児一

歳
六
カ
月
児

健

康

一

診

査

こ
の
時
期
は
、
心
身
共
に
発
達


が
著
し
く
、
自
立
心
も
め
ば
え
、


歯
の
状
態
や
し
つ
け
、
栄
養
に
つ


い
て
の
正
し
い
指
導
と
、
異
常
の


早
期
発
見
、
早
期
治
療
を
目
的
に


行
う
も
の
で
す
。


該
当
児
は
必
ず
受
診
し
て
く
だ

去
、
い
。

j

勝
浦
病
院
小
児
科

昭
和
六
十
二
年
十
二
月

一
日 

六
十
三
年
三
月

三
十
一
日
生
ま
れ
の
子

母
子
手
帳
を
ご
持
参
下
さ
い
の

女
。
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を

量
に
野
菜

・
く
だ
も
の
を
と
り

正
常
に
保
つ
ポ
イ
ン
ト
。

ま 

ょ‘つ
。

六
、
ア
ル
コ
ー
ル
は
ほ
ど
ほ
ど
に
。

一
、
体
重
に
注
意
す
る
。
食
べ
す

お
酒
は
一

・
五
合
ま
で
、
ビ
ー

き
て
肥
満
に
な
ら
な
い
よ
う
に

ル
中
ビ
ン
一

・
五
本
く
ら
い
に

注
意
し
ま
し
ょ
、
っ
。

し
ま
し
ょ
、
つ
。

二
、
食
事
中
の
脂
肪
量
を
食
事
エ

七
、
喫
煙
の
習
慣
を
で
き
る
だ
け

ネ
ル
ギ
ー
全
体
の
約
四
分
の
一

や
め
る
。
タ
バ
コ
歩
子
、
っ
と

に
す
る
。

良
い
働
き
多
ャ
す
る 

コ
レ

=
一
、
植
物
油
を
多
め
に
と
り
、
動

ス
テ

ロ
ー
ル
が
低
下
し
て
し
ま

物
性
脂
肪
を
や
や
少
な
め
に
す

い
ま
す
。

る
。
魚
油
は
植
物
性
に
近
い
の

八
、
生
活
の
中
で
の
運
動
を
。
自

で
お
勧
め
し
ま
す
。

分
の
体
に
合
っ
た
運
動
を
毎
日

目
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
摂
取
量

し
歩
?
し
ょ
、
っ
。 

は
一
日
三
百
吋
と
す
る
。
卵

一

年
一
回
は
検
診
を
受
け
、
健

個
は
約
二
百
五
十

時
で
す
か
ら 

康
チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。

傷
口
よ
り
心
臓
に
近
い
と
こ
ろ


を
強
く
し
ば
る
。


十
五
分
に
一
回
は
、
し
ば
り
を


解
い
て
血
を
通
し
ま
た
し
ば
る


v
一
刻
も
早
く
医
師
の
診
察
を
受


け
る
。
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